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第35回

世
せ

貫
ぬき

神社の御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

末
吉
町
岩
﨑
宮
原
に
鎮
座
す
る
世
貫

神
社
で
は
、
毎
年
３
月
26
日
に
御

田
植
祭
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
12
年
６

月
13
日
に
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
す

が
、
昔
は
、
人
出
も
多
く
大
層
賑
わ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

御
田
植
祭
は
、
稲
作
の
耕
作
の
過
程
を
歌

と
仕
草
で
表
現
し
、
神
牛
（
模
擬
牛
）
も
登

場
す
る
、
豊ほ

う

年ね
ん

予よ

祝し
ゅ
くの
行
事
で
す
。
神
牛
は
、

例
年
は
雄お

す

牛
、閏う

る
う

年ど
し

は
雌め

す

牛
が
登
場
し
ま
す
。

　

祭
り
は
、
最
初
に
神
社
の
保う

け

食も
ち
の

神か
み

前
の
庭

で
、
氏
子
二
人
が
樫か

し

と
イ
ボ
タ
の
枝
先
を
カ

ギ
に
し
て
引
っ
か
け
て
振
り
回
し
ま
す
。
次

に
、
神
官
が
牛
褒ほ

め
の
口
上
を
述
べ
、
神
牛

に
ス
キ
を
付
け
て
、田
に
見
立
て
た
庭
を
回
っ

て
荒
田
よ
み
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
神
官
は

四
方
に
詞
を
奏
し
な
が
ら
種
蒔ま

き
を
行
い
ま

す
。最
後
に
、参
加
者
全
員
が
円
陣
を
作
っ
て
、

早さ

苗な
え

に
見
立
て
た
杉
の
葉
を
両
肩
に
担
い
で

回
り
、
田
植
え
の
模も

倣ほ
う

を
し
て
終
了
と
な
り

ま
す
。

　

少
し
前
は
隔
年
開
催
で
し
た
が
、
近
年
は

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
現
在
の
世
貫
神
社
の
祭
神

は
、
島
津
忠
良
（
日
新
斎
）
と
常
盤
（
忠
良

の
母
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忠
良
は
、
島
津

家
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
名
君
で
す
。
ま
た

『
い
ろ
は
歌
』
を
作
り
、
後
の
薩
摩
藩
の
思
想
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に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
現
代
社
会
で
も
共
感
出
来
る
も
の
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】
世
貫
神
社

国
道
２
６
９
号
沿
い
、
曽
於
警
察
署
近
く

曽於警察署

63

71

曽於市役所大隅支所
（満車の場合はこちらの駐車場へ）
大隅文化会館

世貫神社

↑
末
吉
方
面

世
貫
神
社
の
御
田
植
祭 

口
上
（
冒
頭
部
分
）

一　

牛
ほ
め
こ
と
ば

○
ヤ
ァ
ー
イ
ヤ
イ
、
謹
し
み
て
、

　

こ
の
神
牛
を
ほ
め
た
た
え
奉
る
。

○
ま
づ
は
頭
は
神
仙
の
山
に
し
て
、

　

両
眼
は
日
月
の
如
く
な
り
。

　

角
は
水
牛
、
耳
は
菊
の
花
、

　

鼻
は
笄
に
し
て
、
歯
は
剣
な
り
。

○
こ
の
牛
の
背
は
蓬
莱
の
山
、
腹
は
八
界
の
海
、

　

尾
は
小
さ
く
て
長
し
、

　

こ
の
牛
の
股
ぐ
ら
に
下
り
た
る
は
、

　

包
栗
と
や
言
わ
ん
包
栗
に
て
候
。

○
こ
の
牛
の
働
く
や
一
日
に
し
て
、

　

早
生
ま
き
を
四
千
町
歩
、

　

中
生
ま
き
を
四
千
町
歩
、

　

晩
生
ま
き
を
四
千
町
歩
、

　

併
せ
て
壱
万
弐
千
町
歩
を
只
一
息
に

　

よ
み
通
す
が
如
く
な
り
。
（以
下
、
省
略
）

御田植祭の様子

日程　３月 26 日（日）
時間　午後３時～
場所　世貫神社
※雨天決行。
※�今年も抽選会が計画されています。

ぜひご参詣ください。
※�神社駐車場が満車の場合は、大隅

文化会館駐車場をご利用ください。

今年も開催！


